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I はじめに
北海道女子短期大学研究紀要第29号の中間報告においては，コンビュータ ミュージツクシス
テムの課題を述べた。
今回の研究の結果，コンピュータミュージツクシステムを使った教育用ツールの大きな特徴
は
(1）個別にいつでも学習できる教材としての独立性が高いこと。
(2) 自動演奏機能を伴った学習ツールは， 大きな教育効果をもたらすこと。
(3) 楽譜の印刷機能についても手書きから印刷楽譜への変化は今までになく大きな利点であ
ること。
(4）誰にでも容易に音楽に親しみ満足感を味わうことができること。
(5) 楽譜の入力・演奏することにより，具体的に曲想を把握することができること。
(6) 表現活動において，いっそう個性を伸ばす教育ができること。
などであることがわかった。
本研究の目的は教員養成課程の音楽教育において，コンビュータミュージツクシステムを利
用することによ り，作曲・和声 ・伴奏づけ等を理解しやすくすること，および効果的な個別学
習を実現することである。
また，将来，学校教育で必要とされるであろう，コンビュータミュージツクシステムを利用
した音楽教育法についても知覚を得ることを目的としている。
今回は，創作学習への興味付けの効果，および楽譜入力を行い，音を出しながら個人の音楽
性を確かめる創作へのアプローチと しての可能性について，および学生にとって自分自身の音
楽ができる環境を作り，目と耳で各自がそれぞれの個性にあった表現力，想像力豊かな音楽を
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作る教育について考察した結果を報告する。
Il コンビュータミュージックの可能性
1.教育への利用 （現状）
文部省は情報化社会にむけて， 1988年度から国公立の全大学， 短大，専門学校にパソコンの
設備を作る方針を立てた。
平成5年度末における北海道内の小，中，高校それぞ、れの設置校数と設置率では， 小学校が，
618校 38.2% 中学校が， 705校 91.3% 高等学校で， 282校 98.9%となっている。
次に，全国の設置状況との比較についてみると平成5年度末の全国の設置率は，小学校が，
66.1% 中学校が， 98.4% 高等学校で， 99.9%となっており， 本道の設置率は，この全国の
状況に対して，小学校では27.9% 中学校では7.1% 高校では 1%それぞれ下回っている。
本道の小中学校において，全国レベルより設置率が低い原因として，コンピュータを指導で
きる教員が少ないことなどのほか，市町村における様々な事情によるものと考えられる。平成
6年度8月末現在の調査によると， コンピュータを操作できない教員の割合は，小学校では，
88.6% 中学校では， 70.0% 高等学校では， 55.8%となって，相当数の教員がコンピュータ
の操作ができないという現状にある。
今後の情報社会を考えた場合，コンピュータはあらゆる教科での活用が考えられる。 情報化
の進展に対応した学校教育を推進するためには，すべての教員がコンピュータの活用に関する
基礎的な知識や技術を身に付け，学習指導等においてコンピュータの効果的な利用を図ること
控1)
は，極めて大切である。
本学，初等教育学科においても，教員を目指す学生に対しコンピュー タで指導できる教員の
養成に取り組んでいきたいと考える。
札幌市教委は平成7年3月末まで、にすべての市立小中学校へのコンピュータ設置を終え，コ
ンピュータを利用した授業や問題づくりが平成7年度からどの学校でも可能になった。今後訪
れる情報社会において，コンピュータの利用はあらゆる教科に大きな役割をはたすものと考え
注2)
られる。
また，コンピュータミュージツクシステムを音楽教育に利用することを研究している小学校
もあらわれてきた。
2.音楽教育について
人間は，自分の知識を伝達したい本能がある。また，他人の知識の価値あるものを知りたい
と思う欲望をもっている。その知識や技能を知りたい人に伝達する作用が教育である。
自分の知っている音楽を，知りたいと思う者に伝達する作用を音楽教育という。音楽教育は，
その知識技能を持っている者が，それを知りたいと思う者に，音楽を経験させることによって
伝達する。音楽経験の手段には， 次の種類がある。
1 ）歌唱 2）器楽 3）創作 4）鑑賞
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現在の幼稚園，小学校における音楽教育は音楽を通して人間形成に参加することにある。従っ
てこれらの学校における音楽教育は，音楽の専門的な知識や技術の習得よりも，普遍的な知識
や技能を修練して，音楽美に対する敏感な情操を養い，円満な社会人を育てることを目的とす
住3)
る。
音楽教育には，その時代にあった目的があり，またその目的に添った教育方法と教材が研究
されなくてはいけない。
3. コンビュータミュージツクシステムの活用
音楽の教科においてコンビュータミュージツクシステムの活用が，どのような効果をもたら
すかを考察し，以下のような知覚が得られた。
1）表現力
歌を歌う・聞く事，楽器演奏を演奏する・鑑賞する事， そこから表現力が生まれてくる。し
かし，表現をするためには技術的な要素が先行しかっこれに制限される傾向にあるが，コン
ピュータミュージツクシステムの活用により音楽を演奏したいという発想を容易に，高度に実
現させることができる。そこから音楽を表現する感性を養う事ができる重要な道具になりう る。
表現とは各自の感性から自主的に生まれてく るものであるからこそ意味のあるものである。
単純な旋律に音色の違う楽器を選択し，強弱記号，速度標語を加え，さらに種類の違う伴奏を
加える事により， 1つの曲からあらゆる曲想を感じることができ，また，伴奏の違いを比較す
ることも困難で、はなくなる。
身じかなものを教材として選び，表現力豊かな音楽へと興味を引き付けることが，可能になっ
てくる。
2）演奏能力
音楽演奏を目的とする場合は， MIDIインターフェースを用いて， 音源モジ、ユー ル ・シンセ
サイザー・電子ピアノなどのMIDI対応電子楽器を接続し，適切なソフトウェアを用いる事に
よって実現できる。
自動演奏ソフトとは，コンピュータのキーボードから音高と音長のデータを入力して楽曲の
データを組み上げることにより，自動的に演奏するソフトウェアである。これを用いれば，楽
器が演奏できなくても， 複雑なピアノ曲であれ，あるいは大編成の管弦楽曲であれ，自分のイ
メージで演奏させることができる。
3）作曲能力
音楽のソフトウェアは市販のもので，かなり使いやすいソフトが日本語版で売り出されてい
る。楽譜を入力する方法として，鍵盤から入力．キーボードから lつlつの音をひろって入力
と2つの方法がある。いままでの音楽教育においては，演奏や鑑賞などに重きを置いた教育が
されていた。しかし，音楽を創ることに関しては重要視されていなかった。これは日本の音楽
教育全般に言えることである。元来人間は音楽を口ずさみ，楽器を演奏するのが本来のすがた
である。
d・
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4）編曲能力
旋律を入力し，それに伴奏をつける，またコードをいれる，合奏用にパートごと音符を入れ
ていく，その時にあった編曲がすぐ可能になり学生たちの創造的な活動をより効果的にすすめ
ることができる。ここで音楽表現と音楽技術がより近ずき，音楽教具として効果的な活用がで
きる。
5）楽譜の印刷機能
従来の手書きによる楽譜から，プリンターによる印刷が可能になり，明確さ・速さからみて
も今後の教育において大きな成果がある。
4. コンビュータミュージツクシステムによる音楽教育の試み
今後試みる音楽表現． 創作において，音楽の基礎知識や最低限の演奏技能を必要とする。
また，そこには表現などそれぞれが課題とする問題が起きてくる。そこでこれらの問題を効
果的に解決し演奏技術が多少かけていても，創作を進め自動演奏が聞きながら思いどうりの楽
譜へと進められることは コンピュータの活用が大きな力を発揮すると考えられる。
音楽においてのコンピュータ活用として次のことが指摘されている。
1 音楽では発想を豊かにするためにコンピュータが活用できる。
2 音楽活動を展開するなかで活用されるコンビュータの機能は，検索機能とシミュレーショ
ン機能，情報伝達機能である。
3 自由な発想、で音楽活動をするときにコンピュータを活用することによって，音楽の構造や
構成に自らかかわり音楽をデザインすることができる。
これらのことから音楽をつくりたい願いを実現し豊かな発想が培われていく。また，ひとつ
の旋律からオーケストラのすべての音を探索し，音楽の構造や構成に主体的にかかわることに
注4)
よってより自分の音楽に近づくことができ この情報を伝達することができる。
コンピュータミュージツクシステムを利用した授業を，それ以前の授業と比較して，以下の
ような結果が得られた。
コンピュータを活用する以前の授業における問題点
1 音楽の基礎知識．理論を理解した上で作曲．編曲が行われた。
2 音楽の得意な学生が中心になって進めたO
3 f乍曲した曲をすぐに聞けない。
4 パートごとに楽器をそろえ全体で演奏することが難しい。
5 楽譜を正しく書くことが難しい。
6 音楽の基礎知識が少ないため，音楽性や感性を引き出すことが難しい。
7 音楽に対し，興味のない学生が多い。
これらのことを考え，コンピュータを活用し， 一人ひとりの個性・意欲を引き出すことを目
標とする授業の結果は以下のとおりである。
コンピュータを活用した作曲の授業について
． 
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1 音楽の基礎的知識・表現力の乏しい学生でも， ゲーム感覚で作曲に取り組み，力を育てる
ことカfできた。
2 自分の曲がすぐ聞ける喜びを味わうことができた。
3 自分の意識のみで作曲した曲を確実に自分のものにしていくことができた。
4 一人ひと りに指示をしなくても，積極的にコンピュータで試行錯誤を繰り返して学習した。
5 コンビュータの操作を希望する学生がふえ，よ り意欲をみせた。
6 豊富な音色・多くのリズムをもつことから，創作のイメージを膨らませることができた。
7 自動演奏を使うと，自分の演奏を客観的に聴くことができた。
8 自分自身の曲のフロッピーがあると，コンピュータのあるところでいつでも聴けた。
実践の結果を要約すると
－全員の協力による楽しさを味わうことができた。
－主旋律・非主旋律のかかわりを感じ， 表現することができた。
・コンピュータを利用しながら創作ができ音楽の楽しさを実感できた0
．音符と実際の音の関連がわかった。
－和音をもとに独自の伴奏を作ることができた。
という ことができる。
5.本学初等教育学科におけるコンビュータ教育の実態
本研究をするにあたって，平成5年度， 6年度，7年度に初等教育学科1年目学生を対象に
アンケート調査をおこなった。
表lで示すように，全体の15%以上の学生がコンビュータをもっていることになる。今日，
あらゆることにコンピュータが用いられ，また，内蔵され，われわれの日常生活においても大
きな変化があらわれはじめている。
本学では，初等教育学科l年目前期に「情報科学入門」として，
(1）情報およびコンビュータに関する基礎的な理論 ・知識を理解すること。
(2）情報化社会におけるコンピュータと通信の役割や価値を認識すること。
(3) 情報を活用する基本的な技術 ・能力を身につけること。
を目的と した授業が開講されている。これら基礎的知識をもとにコンピュータの特性を理解し，
音楽の授業の在り方等を共通理解した上で，それぞれの個性を認識した創造力，表現力を身に
つけ知識を支援する知的な道具とし，情報活用能力の育成を図ることが必要とされている。
平成7年度入学生について，74%が小学校でのコンピュータ導入を知っている（表2）。また，
表3において，コンピュー タによる音楽教育に興味が大変ある．少しあるが，あまりない． 全
くないをはるかに上回っていることがわかる。表4では，音楽にと らわれずコンピュータに興
味があるかに対しては， 70%以上が大変ある．少しあるの答えである。また，コンピュー タ．
ミュージックについても全体の60-70%の学生が知っていた（表5）。
表6に示すように高校で音楽を選択した学生は半数以下になっている。また，表7では表6
"' 
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とは反対に半数以上の学生がいままでに，なにかしらの楽器の演奏を経験していることがわか
る。この中には中学校．高校等での吹奏楽部への加入などが大きな位置をしめていると思われ
る。
表1 個人でのコンピュータ所有について 単位：%（人）
入学年度 t寺っている 持っていない 高捻 数
平成5年度入学生 15% (23人） 85% (128人） 100 (151人）
平成6年度入学生 15% (25人） 85% (145人） 100 (170人）
平成7年度入学生 18% (18人） 82% ( 82人） 100 (100人）
表2 小学校でコンピュータを活用した授業について 単位 ．% （人）
入学年度 知っ てい る 知 ら な 1，、 総 数
平成5年度入学生 67% (101人） 33% (50人） 100 (151人）
平成6年度入学生 75% (127人） 25% (43人） 100 (170人）
平成7年度入学生 74% ( 74人） 26% (26人） 100 (100人）
表3 コンピュータによる音楽教育の興味について 単位・%（人）
入学年度 大変ある 少しある あまりない 全くない 総 数
平成5年度入学生 17% (25人） 56% (85人） 25% (37人） 2% (4人） 100 (151人）
平成6年度入学生 14% (24人） 54% (92人） 25% (43人） 7% (7人） 100 (170人）
平成7年度入学生 14 % (17人） 59% (59人） 20% (20人） 4% (4人） 100 (100人）
表4 コンピュータの興味について 単位 ．%（人）
入 学 年度 大変ある 少しある あまりない 全くな い 総 数
平成5年度入学生 10% (15人） 70% (106人｝ 13% (20人） 7% (10人） 100 (151人）
平成6年度入学生 11 % (19人） 58% ( 98人） 21 % (36人） 10% (17人） 100 (170人）
平成7年度入学生 8% ( 8人） 58% ( 58人） 21% (20人） 6% ( 6人） 100 (100人）
表5 コンピュータミュージγクの認i哉について 単位：%（人）
入学年度 知 って い る 知 ら な 1，、 小J，袋, 数
平成5年度入学生 70% (105人） 30% (46人） 100 (151人）
平成6年度入学生 62% (105人） 38% (65人） 100 (170人）
平成7年度入学生 68% ( 68人） 32% (32人） 100 (100人）
表6 高校での音楽選択について 単位 ：%（人）
入 学年度 選 択 し た 選択しない 総； 数
平成5年度入学生 41 % (62人） 59% ( 89人） 100 (151人）
平成6年度入学生 34% (57人） 66% (113人） 100 (170人）
平成7年度入学生 49% (49人） 51 % ( 51人） 100 (100人）
表7 演奏可能な楽器の有無について 単位 ．% （人）
入学年度 で き る で き な し、 総 数
平成5年度入学生 62% (93人） 38% (58人） 100 (151人）
平成6年度入学生 54% (91人） 46% (79人） 100 (170人）
平成7年度入学生 68% (68人） 32% (32人） 100 (100人）
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皿ま と め
コンピュータの機能について学ぶ以前に慣れ親しむことである。小学校指導書でも「コン
ピュータについては，小学校ではそれなりになれに親しませることを基本としておりグ教科の
註5)
指導の効果を高める観点から利用したり，クラブ活動で利用したりすることが考えられる。」
とされている。
実際に学生と音楽を作ることにより，効果的，効率的な教育方法を提供する可能性がつかめ
た。また，音楽に対し，自ら作り上げる気持ちができたことは，大きな成果であったと思われる。
しかし，音楽の基本は自分の耳で良い音楽を聞き，感性を身につけることにより，より高い音
楽性に恵まれることができる。その上で表現力，創造力を生かしコンピュータミュージツクシ
ステムによる作曲を利用することが望ましいと考える。美しい音楽を聞くことにより音楽につ
いて正しく理解したうえではじめてコンピュータミュージックの良さがわかるものと考える。
教員養成において「教師のコンピュータリテラシーの向上を図る」べきである指摘に対し今
後ともさらに力をいれるべきである。さらに，コンピュータミュージックにおいても主体的に
学び，表現力と感性を高めるための活用が求められる。
しかし，本来の音楽はあくまでも，生の演奏を聴き，自らの演奏を体験し，耳と体で一つひ
とつの音を集中させることにより，はじめて音の美しさ，反響の微妙さが養われ，調和のとれ
た音楽を体験し，技術的にも響きの美しい演奏をすることができるのである。このことをより
多くの学生が体験するためにはまず音楽に興味をもつことが先決である。コンピュータミュー
ジックは音楽理解するための手段として，今後ますます重要な方向に向かつてくるものと確信
し期待をしているのである。
また，将来，学校教育にあっても，情報を主体的に活用していく発信型の学習や学力観を構
築することが求められている。現在，新しい情報手段が急速に発達している中，今回の研究に
より効果的，効率的な教育効果をもたらす可能性があることがわかった。
付 記
この研究は，平成4年度， 5年度の北海道女子短期大学特殊研究の補助を受けて行われたも
のである。
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